
 

 

  

 

 

  

 

 10 月 13 日（水）、国民民主党の玉木雄一郎（たまき ゆういちろう）代表に   

対し、航空連合と JR 連合・サービス連合の 3 つの産業別組合が合同で、公共

交通の利用に対する不安の払しょくや、移動・観光需要の回復に向けて意見を

交換しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内藤会長からは、産業の厳しい現状と航空連合第 23 回大会であげられた  

職場の声や奮闘している状況を伝えました。 

玉木代表からは「少しずつ人の動きが戻ってきたとはいえ、過去に得られる

べき利益が長期間得られなかったことによる経営への影響を十分に考えて対策

を講じなければならない。」との発言がありました。 

今後も産業の枠を越えて連携を図り、早期の需要創出に向けて取り組みます。 
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前列左から）内藤 航空連合会長、 

荻山 JR連合会長、後藤 サービス連合会長 

前列右から 3番目） 玉木雄一郎 代表 

（航空連合政策議員フォーラム副会長） 


